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はじめに 

ＰＣ橋において，ＰＣ鋼材をコンクリート内に配置（内

ケーブル）する場合，グラウト施工が行われます。グラ

ウトの目的は，「ＰＣ鋼材の腐食からの保護」，「ＰＣ

鋼材，シースとコンクリート部材との一体化」であり，

グラウトの充填は橋の耐久性に大きな影響を与えます。

グラウトの充填方法として，従来よりグラウトポンプを

使用した「一方向圧入方式」が採用されてきましたが，

連続桁の中間支点上にある曲げ下がり部で，グラウトの

先流れによる空気の巻き込みが発生し，充填不良の原因

となっていました。この問題を解決するため，先流れの

起こらない「自然流下方式」によるグラウト施工法を開

発してきました。ここでは，自然流下方式の特長と，グ

ラウト充填状況の確認方法について紹介します。 
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１．自然流下方式グラウトとは 

一方向圧入方式では，一般にグラウト注入口が桁端に

あり，シースの起伏に沿ってグラウト先端が上がったり                            

グラウト注入方式 

下がったりします。これに対し，自然流下方式では注入

口をシースの一番低い所に取り，超低粘性タイプのグラ

ウトをタンクからの自然な圧力（水頭差）を利用して注

入します。グラウト先端は必ず上方に向かって移動する

ので，シース内の空気はスムーズに排気口へ導かれます。

そうして中間支点をはさむ両支間のグラウト先端はシー

ス頂上部に到達しますが，片側の注入が早すぎると先流

れを起こしてしまうので，両側のグラウトが合流する位

置で注入を一旦停止し，先流れの起こらない状態にして

から，さらに液面を上げていきます。この一旦停止の動

作が自然流下方式の最重要ポイントで，シース内のグラ

ウト先端位置を正確に把握することが不可欠となります。 
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２．グラウト先端位置を知る方法 

シース内のグラウト先端位置を正確に知る方法として，

停止位置にあらかじめマークをしておき，これをビデオ

内視鏡で観測しながら，グラウトがマークに接したとき

に一旦停止の合図をする，という方法を採ります。 

次ページの図は，中間支点の左側支間に注入したグラ

ウトが停止位置に到達した様子を示しています。グラウ

ト先端はシース頂上部の合流点にあり，後端は停止位置

のマークに接しています。ビデオ内視鏡の観測口はマー 
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クから300mmの位置にあり，この距離はマークの視認性と， 

内視鏡のヘッドとグラウト液面とのクリアランスより設

定しました。マークはボルトを切削加工したもので，先

端の反射材が内視鏡のライトを反射し，観測は容易です。

また，観測口はシースに30°の角度で取り付けられ，内

視鏡が無理なく挿入できるようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビデオ内視鏡とマーク用ボルト 

 

３． シースを覗いた様子 

一般にＰＣ鋼材は

複数本配置され，観

測用のホースは中間

支点上の橋面に鋼材

本数の2倍（両支間

分）突出しています。 

グラウト観測者は， 

ホース先端からビデ

オ内視鏡を挿入し，

マークの見える位置       観測状況 

でグラウトの到達を待ちます。 

シース内の映像は手前にＰＣ鋼材，奥にマーク，左右に

シース内壁が見えます。下の写真はグラウトが停止位置

に近づいている様子で，数秒後にマークがグラウトに埋 

まった時，合図をして注入を一旦停止します。 

マーク

シース内の様子（グラウト到達時） 

 

橋面上の明るい場所で観測するときは，観測者がウェ

アラブルディスプレイを装着し，映像の視認性を確保し

ます。また，ビデオ内視鏡の映像は本体のメモリに録画

し，必要に応じて写真記録等を作成できます。さらに，

外部モニタに映像をワイヤレスで出力し，立会者や他の

作業者にリアルタイムで見せることもできます。  

 

 

   ↑外部モニタの映像 

ウェアラブルディスプレイ→ 

おわりに 

内ケーブルＰＣ橋における自然流下方式グラウト施工

法は，ビデオ内視鏡でシース内を見ることにより，グラ

ウトの確実な充填を約束し，合理的で耐久性の高い橋を

造ることができます。今後の各地における採用に期待し

ます。 
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